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9
月
7
日
、
三
谷
八
幡
神

社
と
小
山
八
幡
神
社
の
例
大
祭

「
小
山
両
社
祭
」
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

品
川
百
景
に
も
な
っ
て
い
る

小
山
両
社
祭
神
輿
連
合
渡
御
は

38
回
を
迎
え
ま
し
た
。
折
り
し

も
、
9
月
6
日
の
「
出
没
、

ア
ド
街
ッ
ク
天
国
」
は
武
蔵
小

山
で
し
た
。
そ
の
影
響
か
例
年

よ
り
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
三
谷
八
幡
神
社
に
も

沢
山
の
参
拝
者
が
訪
れ
人
で
溢

れ
て
い
ま
し
た
。
わ
が
町
会
の

神
輿
も
は
じ
め
て
宮
入
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

9
月
7
日
午
後
5
時
、
各

町
会
自
慢
の
神
輿
七
基
が
武
蔵

小
山
駅
前
広
場
に
集
結
。
出
御

式
の
後
、
西
小
山
駅
前
ま
で
銀

座
通
り
を
巡
行
す
る
連
合
渡
御

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
陽
が
落
ち

る
と
各
神
輿
に
ラ
イ
ト
が
つ
き
、

そ
れ
は
美
し
い
光
景
で
す
。
七

基
の
神
輿
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
西
小
山
へ
下
っ
て
い
く
様
は

圧
巻
で
す
。
お
囃
子
、
手
古
舞

（
て
こ
ま
い
）
、
弓
張
連
（
ゆ

み
は
り
れ
ん
）
が
華
を
添
え
、

す
ば
ら
し
い
両
社
祭
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
中
、
天
候
に

恵
ま
れ
大
盛
況
の
う
ち
に
小
山

両
社
祭
は
終
了
し
ま
し
た
。
最

近
は
、
地
域
外
か
ら
も
多
く
の

見
物
客
が
訪
れ
る
と
聞
き
ま
す
。

小
山
両
社
祭
が
広
く
知
れ
わ
た

っ
て
き
て
い
る
と
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
歴
史
あ
る
祭
礼

と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

（
荏
原
四
丁
目
町
会
・

浦
野

環
樹
）

小山両社祭神輿連合渡御
の様子

小
山
両
社
祭

荏
原
第
一
地
区
民
生
児
童
委
員
に

よ
る
宿
泊
研
修
会
が
6
月
15
日
、

16
日
の
1
泊
2
日
の
行
程
で
静
岡

県
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
各
町
会
の
民
生
児

童
委
員
が
参
加
し
て
親
睦
を
深
め
る

と
共
に
区
外
施
設
の
見
学
を
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。

一
日
目
は
ま
ず
、
バ
ス
車
中
に
お

い
て
各
自
「
し
な
が
わ
オ
レ
ン
ジ
ガ

イ
ド
」
持
参
の
上
、
福
祉
部
高
齢
者

地
域
支
援
課
の
樫
村
課
長
に
よ
る

『
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
』
に
つ
い
て
、

個
々
の
認
知
症
の
状
況
に
応
じ
た
相

談
の
場
、
適
切
な
医
療
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
流
れ
等
、
丁
寧
に
説
明
い
た

だ
き
、
と
て
も
充
実
し
た
研
修
で
し

た
。
そ
の
後
、
日
本
平
夢
テ
ラ
ス
、

静
岡
市
歴
史
博
物
館
の
見
学
、
駿
河

城
公
園
等
を
散
策
し
ま
し
た
。
宿
泊

先
で
は
駿
河
湾
が
目
の
前
に
広
が
る

焼
津
市
の
温
泉
に
浸
か
っ
て
、
地
元

の
新
鮮
な
魚
介
類
を
堪
能
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
袋
井
市
に
あ
る
社
会
福

祉
法
人
「
デ
ン
マ
ー
ク
牧
場
福
祉
会

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
全
国

的
に
も
珍
し
い
牧
場
運
営
を
行
っ
て

お
り
、
敷
地
内
に
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・
児
童
養
護
施
設
・
障
が
い

の
あ
る
方
へ
の
就
労
支
援
、
ま
た
精

神
科
の
診
療
所
が
併
設
さ
れ
た
総
合

福
祉
施
設
で
す
。
高
齢
者
と
子
供
た

ち
が
共
有
の
場
で
集
い
、
楽
し
ん
で

い
る
様
子
は
微
笑
ま
し
い
光
景
で
し

た
。
広
大
な
牧
場
に
は
牛
や
山
羊
、

羊
、
馬
な
ど
の
家
畜
が
放
牧
さ
れ
て

お
り
こ
の
よ
う
な
緑
豊
か
な
情
景
に

癒
さ
れ
た
研
修
会
で
し
た
。

(

小
山
四
丁
目
町
会
・

東

美
佐
栄)

民生児童委員宿泊研修会
静岡で開催

施設内ステンドグラスを
バックに記念撮影

8月30日、午後7時から8時まで平塚中央公園にて、中原共和町会の花
火大会が行われました。

当日は、地域の子ども達を中心に約100名が集まり、夏の夜を彩る手
持ち花火を楽しみました。色とりどりの花火を手にした子ども達の笑顔
と歓声が公園いっぱいに広がり、家族や地域の方々の温かい交流のひと
ときとなりました。

参加した保護者からは「子どもがとても喜んでいて、安心して楽しめ
るイベントでした」「近所の方とも交流できる良い機会になりました」
といった声が寄せられました。子ども達も「またやりたい！」「友達と
一緒に花火ができて楽しかった」と目を輝かせていました。

～笑顔あふれる夏のひととき～
中原共和町会 手持ち花火大会

手持ち花火大会の様子

手持ち花火ならではの身近な楽しさと安全な環境
の中で、世代を超えたふれあいが生まれ、参加者に
とって忘れられない夏の思い出となりました。

町会内では「来年もまた続けていきたい」との声、
参加者からは次回の開催を楽しみにする声が聞かれ
ています。 （中原共和町会・天野 喜一郎）

毎年8月、三谷八幡神社の境内で「子ども縁日＆手持ち花火大会」を開
催しています。天候に恵まれた3日、午前中に行った子ども縁日では、熱

中症対策として用意した冷風機やミスト機で涼をとっていただきながら、
例年どおりのかき氷、射的、輪投げ、ヨーヨー釣りなどをたくさんの子
どもたちと保護者の皆さまに楽しんでいただきました。

また、夕方からはこちらも例年どおり事故、ケガの防止対策を徹底し
た中、子どもたちの歓声に包まれながら手持ち花火大会を無事に行うこ
とができました。何度も列に並び直して楽しんでくれた子ども達の笑顔
がとてもキラキラしていました。

子ども縁日・花火大会の様子

小山五丁目子ども縁日＆手持ち花火大会

本年も、地域の皆さまと楽しく交
流を深めることができ、大変有意義
な活動となりました。

日頃よりご協力いただいている関
係者の皆さま、そしてご参加いただ
いた皆さまに心より御礼申し上げま
す。来年もぜひご参加ください。

(小山五丁目町会・飯沼 賢治)

公園や庭先など身近な場所で見かけら
れますが、全草に毒があるといわれ食用
のニラやノビルと間違えないよう注意が
必要です。

雨が降ったあとに開花する特徴があり
「レイン・リリー」とも呼ばれるタマス
ダレ。雨上がりには、ちょっと足を延ば
して秋の花を探してみるのはいかがでし
ょうか？

花言葉は「純白の愛」「期待」など。

タマスダレ花めぐり
タマスダレは夏から秋にかけて真っ白な花を咲かせるヒガ

ンバナ科ゼフィランサス属の球根植物です。
名は、純白の花を「玉」、ツンツンとした細い葉が集まっ

ている様子を「簾(すだれ)」に見立てたと言われています。
ペルー原産の花で日本には明治時代に渡来しました。

（小山一丁目町会・河原 マサ江）

タマスダレ
あさひ公園にて
令和７年に撮影

9
月
12
日
〜
14
日
に
戸
越
八
幡
神
社
例
大
祭
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
12
日
は
宮
神
輿
御
霊
入
の
儀
式
。
13
日

は
大
祭
式
。
最
終
日
14
日
は
御
神
幸
祭
。

御
神
幸
祭
は
3
年
に
1
度
、
例
大
祭
で
行
わ
れ
る
祭
り

で
、
御
祭
神
が
御
本
社
神
輿
に
お
乗
り
に
な
り
、
宮
司
を

は
じ
め
神
職
、
巫
女
、
総
代
役
員
が
お
供
を
し
て
氏
子
区

域
を
巡
る
ご
神
事
で
す
。

小
山
台
地
区
に
て
発
興
祭
が
行
わ
れ
た
後
、
後
地
地
区

→

荏
原
地
区→

平
塚
地
区→

戸
越
地
区(

宮
本
第
一
地
区)

→

豊
町
地
区(

宮
本
第
二
地
区)

を
渡
御
し
、
氏
子
区
域
で

あ
る
21
町
会
を
巡
行
し
ま
し
た
。

9
年
ぶ
り
に
、
戸
越
八
幡
神
社
と
氷
川
神
社
の
御
本
社

神
輿
に
よ
る
合
同
拝
礼
式
も
、
か
む
ろ
坂
で
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

れ
ぞ
れ
の
町
会
が
工
夫
を

凝
ら
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
粋
な
法

被
を
身
に
ま
と
い
、
担
ぎ
手
か

ら
迫
力
の
あ
る
威
勢
の
い
い
か

け
声
が
響
く
な
か
、
大
勢
の
見

物
客
も
一
体
と
な
っ
て
町
を
練

り
歩
き
、
道
路
が
埋
め
尽
く
さ

れ
る
ほ
ど
賑
わ
い
ま
し
た
。

世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ

（
小
山
二
丁
目
東
部
町
会
・
大
森

久
恵
）

戸
越
八
幡
神
社
祭
礼

合同拝礼式
の様子

て
き
た
伝
統
あ
る
こ
の
お
祭
り
を
、
地
域
の
宝
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
守
り
、
未
来
へ
と
繋
げ

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

」

https://www.city.shinagawa.tokyo.jp/


開催期間

冊子配架場所 ・しながわ観光協会（大井1-14-1）

・区内東急線各駅など

開催場所 武蔵小山商店街パルム、中延商店街、西小山商店街

・「父親育ちワークショップ」
日時/11月15日(土) 、12月13日(土) 、

令和8年1月24日 (土)10時30～11時30分
対象/0歳児を子育て中の父親
定員/先着10組程度 参加費/無料
申し込み/10月20日(月)から電話または来館
内容/父親の親育ちワークショップは、0歳

児の父親を対象にした子育て交流タイ
ムです。子育ての仲間づくりを応援す
るプログラムを行います。

・「スポーツの祭典」
日時/12月20日(土) 10時～15時30分
対象/乳幼児親子～高校生
定員/なし 参加費/無料
申し込み/当日申し込み
内容/「いつでもどこでも平塚でスポーツが

楽しめる」ということをコンセプト
に、様々なスポーツを体験できます。
当日は動きやすい服装で靴下を必ず
ご着用ください。

・「ファミリートランポリン」
日時/11月1日(土)、12月6日(土) 

①10時～10時45分 ②11時～11時45分
対象/幼児親子
定員/各回先着10組程度 参加費/無料
申し込み/当日先着順受付
内容/親子でのトランポリン技術指導。

親子ともズボン・くつ下を必ずご着用
ください。

・「０歳からはじめるむし歯予防」
日時/12月12日(金) 10時30分～11時30分
対象/0歳児の保護者
定員/先着10組程度 参加費/無料
申し込み/11月10日(月)から電話または来館
内容/歯科衛生士による講座です。

・「離乳食レッスン（子育て応援プログラ
ム）2回食講座」

日時/12月8日(月) 10時30分～11時30分
個別質問 11時30分～12時

対象/0歳児親子
定員/先着10組程度 参加費/無料
申し込み/11月10日(月)から電話または来館
内容/栄養士による講座です。

・「卒乳のおはなし」
日時/11月26日(水) 10時30分～11時30分
対象/0歳児親子
定員/先着10組程度 参加費/無料
申し込み/11月1日(土)から電話または来館
内容/助産師の方から卒乳に関する講座を行

います。

※会場は全て「平塚児童センター」です。

・「『離乳食レッスン』（子育て応援プログ
ラム）～２回食～」

日時/11月13日(木) 10時30分～11時30分
会場/中原児童センター
対象/2回食について興味のある方
定員/12名程度
申し込み/電話または来館
内容/栄養士による講座を行います。

・「中原ふぁみりーフェスティバル」
日時/12月20日(土)
会場/中原児童センター
対象/乳幼児親子～小中高生
内容/年に一度の中原児童センターのお祭り

です。開催時間、詳細などは児童セン
ターのお知らせおよびしなぽけアプリ
をご確認ください。

・「中学生とあかちゃんのふれあい事業」
日時/12月23日(火)
会場/荏原第一中学校
対象/0～1歳児親子
定員/なし 申し込み/電話または来館
内容/中学生と赤ちゃんがふれあい、命の大

切さを学びます。事業に協力して下さ
る親子さんを募集致します。

・「精神保健家族勉強会」
日時/11月12日(水) 13時30分～15時30分
対象/精神障害のある方の家族
定員/先着22名 ※区内在住者優先
参加費/無料
申し込み/荏原保健センターへ電話
内容/家族の回復(リカバリー)とは

・「こころのセルフケア講習会」
日時/12月6日(土) 、20日(土) 10時～12時
対象/区内在住で全2回参加できる、精神科・

心療内科に通院されていない方
定員/先着35名 参加費/無料
申し込み/11月11日(火)～

荏原保健センターへ電話もしくは
区ホームページより申し込み

内容/認知行動療法に基づくストレスへの対
処方法

※会場は全て「荏原保健センター」です。

・「親子のひろば ぷちよちクラブ」
日時/11月、12月の毎週火曜日

10時30分～11時15分
※11月11日、12月9日は講座のため休み
※2学期最終日は12月9日

対象/0歳親子 (令和7年4月2日以降生まれ)
参加費/無料 申し込み/不要
内容/ふれあい遊び、季節の工作などいろいろ

な遊びを楽しみながら、子育ての仲間と
一緒にお子さんの成長を見守っていきま
しょう。

・「親子のひろば よちよちクラブ」
日時/11月、12月の毎週木曜日

10時30分～11時30分
※11月13日、20日は講座のため休み
※2学期最終日は12月11日

対象/0歳児親子
(令和6年4月2日～令和7年4月1日生まれ)

参加費/無料 申し込み/不要
内容/ふれあい遊び、季節の工作などいろいろ

な遊びを楽しみながら、子育ての仲間と
一緒にお子さんの成長を見守っていきま
しょう。

・「親子のひろば ありんこクラブ」
日時/11月、12月の毎週金曜日

10時30分～11時30分
※2学期最終日は12月12日

対象/1歳児親子
(令和5年4月2日～令和6年4月1日生まれ)

参加費/無料 申し込み/不要
内容/みんなで体操や運動遊び、季節の工作な

どいろいろな遊びを楽しみましょう！

・「親子のひろば にこにこクラブ」
日時/11月、12月の毎週水曜日

10時30分～11時30分
※2学期最終日は12月10日

対象/2、3歳児親子
（令和3年4月2日～令和5年4月1日生まれ）

参加費/無料 申し込み/不要
内容/みんなで体操や運動遊び、季節の工作な

どいろいろな遊びを楽しみましょう！

・「おもちゃのひろば」
日時/11月、12月の毎週月曜日

10時～13時
対象/乳幼児親子
参加費/無料 申し込み/不要
内容/ふだん出ていないおもちゃがいっぱい！

みんなで遊びましょう♪出入り自由です。

※会場は全て「後地児童センター」です。

荏原第一管内の令和７年１１・１２月のお知らせ

後地児童センター 平塚児童センター

荏原保健センター

中原児童センター

「まちかど」（カラー版）は品川区役所ホームページからご覧いただけます。 詳しくはこちらから

https///www.city.shinagawa.tokyo.jp/品川区 まちかど

詳細は、各所管センターへ
お問い合わせください。※行事は変更になる可能性があります。

詳細についての問合せ／℡３７８５－５０３３

詳細についての問合せ／℡５４８７－１３１１

詳細についての問合せ／℡３７８６－２２２８

詳細についての問合せ／℡３４９２－６１１９

謎解き冊子を手に、ストーリ
ーに沿って各商店街に仕掛けら
れた謎を解き、答えをつなぎ合
わせストーリークリアを目指す
体験型イベントです。また、ア
ンケートに回答いただくと抽選
で素敵な景品が当たります。

しながわ観光協会（5743-7642）、文化観光戦略課文化観光戦略担当（5742-6913）問い合わせ

イベント専用
ホームページ
はこちらから
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